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幸町公民館図書室だより

お正月といえば・・・職員よりひとこと・・・

今月の一句 図書室 休室日のお知らせ

いよいよ冬がやってきました。爽やかな秋の空気はあっという間に
過ぎ去り、朝晩の冷え込みが身に沁みます。冬は星を見るにはとても
良い季節です。しっかり着込んで夜空を見上げてみませんか？
図書室ではクリスマスやお正月のテーマ展示をしています。
こたつでぬくぬく のんびりと本を読むのはいかがでしょう。
公民館主催講座「大人の美術講座」の関連本と
「宮沢賢治 没後９０年」の企画展示を行いました。

【検見川の雑煮】
正月の雑煮には、その土地の特色があり面白いものです。
正月の雑煮は、一家の主人が早朝に若水を汲んで、これで作るという風習が全国的に広

くみられ、女性を家事から休ませる意図があると考えられています。しかしながら、千葉市
域ではあまり多くは見られないようです。
千葉市のハマ（東京湾沿岸部）のあたり、たとえば検見川あたりでは、鰹節で出汁をとり

醤油で味をつけた澄まし汁に小松菜・里芋・大根を入れ、焼くか茹でるかした角餅を入れ、
これに軽く焼いて揉んだハバノリやアオノリと削り鰹節をかけて食べたそうです。
ハバノリは、安房地方の特産で海岸部の岩場で採集されます。「巾広く、巾が利く」という言
葉に因むところから食されます。また、アオノリは、南白亀川や一宮川、夷隅川河口付近で
生産されたものが上物とされます。ともに風味があり現在では高価なものとなりました。

（参照:けみがわ 検見川郷土史、千葉県の歴史 別編民俗１）

幸町小学校２年生が10/25に町探検で図書室に来てくれました。

スタッフの説明を興味を持って聞いてくれました。
はじめて図書室に来た子も、実際の本に触れて楽しそうでした。
また、いつでも来てください。お待ちしています！

１２月１９日(火)～２２日(金)

１２月２９日(金)～１月３日(水)

木の影や 我影動く 冬の月
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